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▲会長挨拶 ▲ゲスト卓話の嶋田様と ▲水埜雑誌委員長 

                                                 

                                                

会長  城  貴博 

 

先日のニュースで、１０月１日からディズニーランドのお土産袋が有料になると報道され

ていました。大小にかかわらず一律２０円だそうです。なんとなく便乗値上げのように聞こ

えるのは私だけでしょうか？ 

７月１日からレジ袋が有料になりました。有料となるのは持ち手のついたプラスチック製

買い物袋で、紙袋や布の袋や持ち手のない袋は対象外です。最近では、ほとんどの人

がエコバック持参で買い物するようになりました。 

レジ袋は生活に浸透し、購入した物を持ち運ぶ以外の用途でも便利に使われておりま

した。とくに家庭用ごみ袋として使い勝手が良かったようです。お金を出しても欲しい人は

多いのか、１００円ショップでは、一袋十枚入りで売られているレジ袋の棚が空っぽになっ

ていたと言う話もあります。 

また、レジ袋有料化後には、スーパーで無料配布されている半透明のポリ袋を大量に

持ち帰る「ポリ袋ハンター」の存在も、多くのメディアで報道されています。 

何かの変化があると、売れる商品は目に見えて変わります。東日本大震災の後は防災

グッズが売れ、昨年の消費税増税では、家で食事や娯楽を楽しむ「イエナカ」消費が増え

ました。コロナ禍を経験中の今は、感染防止のための衛生用品や在宅・リモートワークを

快適に行うための商品が売れています。今回のレジ袋の有料化を受けて、様々なエコバ

ックが売り出されています。エコバッグは製造にも償却にも Co2 の排出はレジ袋の比では

ないと言われていますが、環境にやさしいエコバックが定着することを願うばかりです。 

本日の卓話は、雑誌委員会担当です。講師にロータリーの友委員会地区代表委員

で、西脇ロータリークラブの嶋田幸直様をお迎えしています。嶋田様、後ほどよろしくお願

いします。  

 

                                                

１） ☆他クラブニュース 

 

 

 

 

 会長の時間 

 幹事報告 



例会変更のお知らせ 

明石 RC  ◇１０月１４日（水）→休会[定款第 7条第 1節(ｄ)]  

       ◇１０月２８日（水）→創立７０周年記念例会のため １０月２４日（土） 

１７：３０～１９：００に変更 

       ◇１１月 ４日（水）→休会[定款第 7条第 1節(ｄ)] 

       ◇１１月２５日（水）→休会[定款第 7条第 1節(ｄ)] 

       ◇１２月１６日（水）→休会[定款第 7条第 1節(ｄ)] 

       ◇１２月３０日（水）→休会[定款第 7条第 1節(ｄ)] 

２） BOXにハイライトよねやまをいれております。 

３） 加古川みどりの会より、加古川みどりの会研修旅行についてのご案内、加古川東ラ

イオンズクラブより会報を頂いております。回覧します。加古川みどりの会研修旅行

のお申し込みは事務局までお願い致します。 

４） 先週お伝え致しました、ポリオ根絶チャリテイゴルフコンペについて引き続き参加募

集しておりますのでよろしくお願いします。 

５） 来週２２日は祝日のため例会はありません。お間違えのないようお願い致します。 

  

   

 省 略 ☺ ロータリーの友委員会地区代表委員の嶋田幸直様、ようこそい
らっしゃいました。本日はよろしくお願いします。 

 省 略 ☺ 嶋田様ようこそお越し下さいました。 

 省 略 ☺ 嶋田様ようこそいらっしゃいました。 

 省 略 ☺ ロータリーの友委員会地区代表委員嶋田幸直様、おいそがし
いところありがとうございます。 

 省 略 ☺ 遅くなりすいません。写真ありがとうございました。 

 省 略 ☺ テーブルの花いただきます。 

以上６件 \7,000- 

  本年度累計\392,000- 

 

 

☆ 今 週 会員数 75名 出席 45名 出席免除 15名 欠席 15名  

☆ 欠 席 者 省略 

 

☆ 前 々 週 会員数 75名 出席 40名 出席免除 20名 欠席 15名  

☆ ビ ジ タ ー 地区ロータリーの友委員会 地区代表委員 

嶋田 幸直氏（西脇ＲＣ） 

☆ メ ー ク ア ップ 高砂ＲＣ 9/11 桑田圭 

                             

 

  例会場当番 

 ９月２９日(火) 前田､河合 

 １０月６日(火) 松尾､木下 

 出席委員会 

 親睦活動委員会 

 ニコニコ 



 

 

    

 

 

アフリカ地域の野生型ポリオ根絶という快挙を受け、ロータリーと GPEI パートナー団体は、

今後も粘り強さとコミットメントがあれば野生型ポリオの世界的な根絶は可能であることを示し

ました。 

世界保健機関（WHO）は、8 月 25 日、WHO アフリカ地域の全 47 カ国において野生型ポリ

オウイルスの伝播が正式に断ち切られたことを発表しました。これは、ロータリーが最優先事

項として掲げてきたポリオの世界的根絶に向けた、歴史的かつ重要な前進となります。 

アフリカ地域での数十年にわたる懸命な努力によるこの勝利を受け、ロータリーと世界ポリオ

根絶推進活動（GPEI）のパートナー団体（米国疾病対策センター［CDC］、UNICEF［国連児

童基金］、ビル＆メリンダ・ゲイツ財団、Gavi ワクチンアライアンス）は、この公衆衛生上の達

成を称え、強いコミットメント、連携、粘り強さがあれば世界からポリオを根絶できることの証で

あると述べました。 

アフリカ地域の野生型ポリオ根絶の認定は、独立したアフリカ地域認定委員会（ARCC）が現

地で徹底した検証を行った上で行われました。同委員会は、新規症例がないことを確認し、

さらにポリオの監視・予防接種・検査の能力についてカメルーン、中央アフリカ共和国、ナイ

ジェリア、南スーダンから提出された文書の分析も行いました（同地域の他 43 カ国からの文

書は既に委員会が受理）。 

アフリカ地域の野生型ウイルスによるポリオの最後の症例は、2016 年 8 月、2 年間の無症例

期間の後、ナイジェリア北部のボルノ州で記録されたものでした。紛争や人口移動といった

課題が、現地の子どもへの予防接種を阻む要因となっていました。 

アフリカ地域で野生型ポリオウイルスが根絶された今、世界人口の 90％以上を占める WHO

の 6 地域のうち、5 地域でポリオが根絶されたことになります。WHO の東地中海地域に含ま

れるアフガニスタンとパキスタンでは、現在も野生型ウイルスによるポリオの感染が続いてい

ます。 

アフリカ地域の野生型ポリオ根絶の認定は、ライブストリームイベントで行われました。イベン

トには、ナイジェリアのムハンマド・ブハリ大統領、ビル・ゲイツ氏、国際ロータリー会長のホル

ガー・クナーク氏、ナイジェリア・ポリオプラス委員長のツンジ・フンショ氏、そのほかの GPEI

パートナー団体の代表らが出席し、スピーチを行いました。祝賀イベント後には、記者会見

が開かれました。 

クナーク氏は、新型コロナウイルス流行の中で人びとは良いニュースを必要としている、と述

べました。今後も大きな課題が残されていることに言及した上で、「だからこそ、この大きな成

果を認め、この快挙を実現するまでに重要な役割を果たしたすべての人を称賛しなければ

なりません。長年の努力があったからこそ、ここに至ることができたのです」と語りました。 

数十年にわたる取り組みの成果 

アフリカで野生型ポリオウイルスが検知されていないことは、1996年の状況を考えると極めて

大きな進展と言えます。同地域では、1996年に 75,000人の子どもがポリオによるまひを患っ 

本日９月１５日(火) ９月２２日(火) ９月２９日(火) １０月６日(火) 

ゲスト卓話 

『ロータリーの友』紹介 

地区ロータリーの友委員会 

地区代表委員 

嶋田 幸直氏 

雑誌委員会 担当 

休会（祝日） 

卓話 

「With コロナ時代

のテレワークと働か

ないおじさん」 

山本 担当 

卓話 

「１年間に２回入院

して思ったこと」 

今村 担当 

 プログラム委員会 

    

アフリカ地域の野生型ポリオウイルス根絶が宣言される 

 



 
ていました。その年、カメルーンで開かれたアフリカ統一機構の会議で、アフリカ各国の首脳

がポリオを同大陸から根絶することを誓いました。 

その同じ年、この取り組みを強化するため、ロータリー、GPEI パートナー団体、南アフリカの

ネルソン・マンデラ大統領（当時）が、アフリカでのポリオ根絶をめざす「Kick Polio Out of 

Africa」キャンペーンを開始。サッカーの試合や有名人の起用を通じてポリオへの認識向上

を図り、アフリカの 30 カ国以上が初の全国予防接種日を開催

しました。マンデラ氏の呼びかけにアフリカ諸国のリーダーが応

え、すべての子どもにポリオワクチンを投与する取り組みが開始

されたのです。 

1996 年以来、アフリカだけでなく世界中の無数のロータリー会

員が、資金を募り、子どもたちにワクチンを投与し、予防接種を

呼びかけ、GPEI による症例への対応を支えてきました。90 億

服以上の経口ポリオワクチンが投与され、アフリカ地域で推定

180万人のまひ症例を防いできました。同地域では毎年、2億

2000 万人が子どもが数回のポリオ予防接種を受けられるよう

に、約 200万人のボランティアが活動しています。 

同地域のポリオ根絶に対するロータリー会員からのこれまでの

寄付は、約 8 億 9000 万ドルに上ります。この資金は、ポリオの

サーベイランス（監視）、ワクチンや人員の輸送、認識向上キャ

ンペーン、全国予防接種日のためにロータリーがポリオプラス

補助金を支給するのを可能としてきました。 

ロータリーのナイジェリア・ポリオプラス委員長であるツン

ジ・フンショ氏は、アフリカでのポリオ根絶活動におけるロ

ータリアンの多大な貢献について、次のように述べていま

す。「資金調達、子どもへの予防接種、石鹸や健康キットの提供など、ロータリー会員は、ポ

リオ根絶という最優先目標を達成するために粘り強さと固い決意を示してきました」 

ロータリー会員が構築を支えてきた広範なポリオのインフラは、新型コロナウイルスと 2014年

のエボラ危機への対応、および黄熱病や鳥インフルエンザから地域社会を守るためにも活

用されてきました。 

残された課題 

GPEI の現時点での課題は、ポリオの感染が途絶えたことのないアフガニスタンとパキスタン

の 2 カ国における野生型ポリオウイルスの根絶です。アフリカでも引き続き、野生型ポリオウ

イルスが戻らないように、またワクチン由来のポリオウイルスから子どもを守るために、日常的

な予防接種を強化する必要があります。ワクチン由来ウイルスによる症例はまれですが、ア

フリカの一部地域で症例が確認されています。 

ポリオを根絶するには、質の高い予防接種キャンペーンを引き続き優先して展開しなければ

なりません。新型コロナウイルスの流行中も、子どもへのポリオ予防接種を行いつつ、医療従

事者を新型コロナウイルスから守り、感染拡大につながらないようにする必要があります。 

世界の保健関係者や専門家は、アフリカだけでなく「世界からポリオを根絶する」という最終

目標を達成するには、今後も資金調達とアドボカシーを維持していくことが重要であると述

べています。この目的のために、ロータリー会員は引き続き重要な役割を担っています。 

クナーク氏はこう述べます。「今回の快挙はポリオのない世界に向けた大きな一歩です、しか

し、闘いはまだ終わっていません。世界のポリオ根絶を実現するには、ロータリー会員と寄付

者からの支援、そして医療従事者による懸命な努力が必要とされます」 

詳しくは Endpolio.org/ja をご覧ください。ポリオ根絶活動へのご寄付にもご協力をお願いい

たします。                                                  

2020年 8月 25日 

予防接種キャンペーンで経口ポ

リオワクチンの投与を受けるコー

トジボワールの子どもたち。 

 

コートジボワールでの予防接種キャ

ンペーン中、数百人の子どもに経口

ポリオワクチンを投与する活動に向

かうボランティアと医療従事者たち。 

 


